
新
島
襄
の
大
陸
横
断

鉄
道
の
旅

新
島
襄
は
八
六
九
年
五
月
一
0
日
付
新
島
民
治
宛
の
長
文
の
手
紙
の

末
尾
に
日
本
ま
で
の
帰
国
に
要
す
る
日
数
の
こ
と
を
厶
州
じ
て
い
る
(
新
島

裴
全
集
』
第
巻
、
七
十
三
ペ
ー
ジ
)
。

ア
メ
リ
カ
の
東
界
よ
り
カ
リ
ホ
ル
ニ
ャ
迄
の
蒸
気
車
鉄
路
今
日
出
休

二
相
成
候
よ
し
唯
今
承
り
候
、
佃
し
其
路
の
り
は
三
千
里
余
(
日
本

の
関
数
に
し
て
下
五
百
里
)
と
申
す
事
に
御
座
候
但
し
ボ
ス
ト
ン

よ
り
蒸
気
車
に
乗
り
参
れ
ば
六
ケ
日
目
に
は
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
ヘ

到
着
仕
可
候
、
何
レ
小
子
帰
国
ノ
節
二
は
蒙
気
車
に
入
り
六
日
目

に
は
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
へ
参
り
、
其
よ
り
二
十
一
日
の
間
裁
{
気
船

に
乗
り
候
ハ
、
一
月
を
経
ず
し
而
日
本
へ
可
帰
と
そ
ん
し
候
、
実
に

蒸
気
の
力
盛
な
る
事
に
御
・
横

こ
の
手
紙
奮
か
れ
た
一
八
六
九
年
五
月
一
0
日
と
い
う
の
は
ア
メ
リ

力
史
上
重
要
な
日
付
で
あ
る
。
こ
の
日
、
東
か
ら
西
へ
線
路
を
延
長
し
て

き
た
ユ
ニ
オ
ン
"
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
鉄
道
会
社
と
、
西
の
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
か

ら
東
に
工
事
を
進
め
て
き
た
セ
ン
ト
ラ
ル
"
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
鉄
道
会
社
の

線
路
が
ユ
タ
州
プ
ロ
モ
ン
ト
リ
ー
に
お
い
て
出
会
い
、
最
初
の
大
陸
横
断

箔
が
買
通
し
た
。
金
の
犬
釘
を
打
ち
込
む
セ
レ
モ
ニ
ー
が
盛
大
に
行
わ

ノ
ー

コ
し赤

田
中
真
人

(
大
学
人
文
科
学
研
究
所
教
授
)

れ
た
双
力
か
ら
や
っ
て
来
張
気
機
関
張
角
を
つ
き
合
わ
せ
る
よ
う

に
し
て
停
市
し
、
工
事
関
係
者
や
会
社
幹
部
が
そ
の
上
に
鈴
な
り
に
な
っ

て
歓
ホ
を
あ
げ
て
開
通
を
祝
っ
て
い
る
こ
の
日
の
写
真
は
、
冨
N
三
区

ご
含
一
巨
の
塒
代
の
ア
メ
リ
カ
を
象
徴
す
る
も
の
と
し
て
ア
メ
リ
カ
史
の

木
の
図
版
に
し
ば
し
ば
使
わ
れ
る
お
な
じ
み
の
も
の
で
あ
る
。

国
中
の
新
聞
の
号
外
は
、
舌
足
ら
ず
の
見
出
し
を
城
せ
た
。
「
最
後
の

レ
ー
ル
、
敷
設
!
L
 
「
犬
釘
、
打
た
れ
る
、
や
っ
た
!
」
こ
の
意
味

が
わ
か
ら
な
い
も
の
は
ひ
と
り
も
い
な
か
っ
た
。
「
こ
の
道
は
イ
ン
ド

に
続
く
」
。
/
各
地
の
大
都
市
で
祝
典
荏
さ
れ
た
。
ア
メ
リ
カ
の
世

紀
と
い
わ
れ
る
二
十
世
紀
の
訪
れ
は
ま
だ
三
十
一
年
も
先
の
こ
と
だ

)
、か
次
の
時
代
に
ア
メ
リ
カ
人
が
支
配
す
る
世
界
の
大
き
さ
を
予
告

す
る
よ
う
な
偉
業
で
あ
り
記
念
の
し
か
た
だ
っ
た
。
(
テ
リ
ー
Π
ヒ
ン

デ
ル
ア
メ
リ
カ
鉄
道
3
万
マ
イ
ル
』
邦
訳
一
九
九
三
年
、
九
十
四

ペ
ー
ジ
)

東
海
岸
に
い
た
新
島
に
も
、
ア
メ
リ
カ
社
会
の
こ
の
日
の
興
奮
は
十
分

に
伝
わ
り
、
即
日
、
こ
の
こ
と
に
岡
及
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て

こ
の
手
紙
は
新
島
が
自
身
の
帰
国
の
こ
と
に
園
及
し
た
早
い
事
例
の
ひ
と

紀
行
脇



一
]
ノ
ー紀

つ
で
あ
る
。

新
島
自
身
が
こ
の
手
紙
に
あ
る
よ
う
に
、
ボ
ス
ト
ン
か
ら
サ
ン
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
ま
で
鉄
道
で
、
そ
し
て
太
平
洋
を
蒸
気
船
で
帰
国
す
る
の
は
、
こ

の
手
紙
が
書
か
れ
て
か
ら
五
年
後
の
一
八
七
四
年
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の

間
の
一
八
七
二
年
に
は
、
ほ
ぽ
同
じ
ル
ー
ト
を
逆
に
た
ど
っ
て
ア
メ
リ
カ

東
海
岸
に
着
い
た
岩
倉
使
節
団
一
行
を
迎
え
て
ぃ
る
。

実
際
の
新
島
の
帰
国
の
際
の
行
程
は
一
八
七
四
年
一
 
0
月
一
五
日
に
ボ

ス
ト
ン
を
出
発
し
、
十
五
日
目
の
同
月
二
十
九
日
に
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

に
到
着
し
て
い
る
。
こ
の
間
の
十
四
泊
の
う
ち
車
中
泊
は
七
泊
、
残
り
の

七
泊
は
ア
ー
マ
ス
ト
、
ハ
ー
ト
フ
ォ
ー
ド
、
ニ
ュ
ー
ヘ
イ
プ
ン
(
二
泊
)
、

、ノ

シ
カ
ゴ
、
グ
リ
ー
ン
リ
バ
ー
、
ソ
ル
ト
レ
イ
ク
シ
テ
ィ
で
下
車
し
て
旅
宿

等
に
滞
在
し
た
。
ボ
ス
ト
ン
か
ら
ニ
ュ
ー
ヘ
イ
ブ
ン
ま
で
は
新
島
の
米
国

滞
在
中
の
関
係
者
と
の
別
れ
の
挨
拶
の
場
で
あ
る
か
ら
、
実
質
的
な
知
国

の
旅
の
出
発
は
十
月
十
九
日
の
、
ハ
ー
デ
ィ
ー
夫
妻
.
ポ
ー
タ
ー
夫
妻
.

ノ
ー
ス
ロ
ツ
プ
教
授
に
見
送
ら
れ
て
出
発
し
た
ニ
ュ
ー
ヘ
イ
ブ
ン
か
ら
と

い
ぇ
よ
う
。
さ
ら
に
い
ぇ
ば
こ
の
十
九
日
正
午
に
ニ
ユ
ー
ヨ
ー
ク
に
到
着

し
た
後
そ
の
日
の
十
九
時
三
十
分
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
発
の
寝
台
車
に
乗
車

し
た
時
か
ら
が
本
格
的
な
西
海
岸
に
向
け
て
の
出
発
と
い
ぇ
る
。
こ
の
夜

行
列
車
で
バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
ま
で
行
っ
て
か
ら
列
車
を
乗
り
換
え
、
ク
リ
ー

゛
、ノ

ブ
ラ
ン
ド
を
経
由
し
て
二
十
一
日
午
前
八
時
三
十
分
に
シ
カ
ゴ
に
到
着
し

て
い
る
。
ニ
ユ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
シ
カ
ゴ
ま
で
車
中
二
泊
、
三
十
六
時
間
を

要
し
て
い
る
。
こ
の
区
間
一
五
四
四
キ
ロ
を
走
る
今
日
の
ア
ム
ト
ラ
ッ
ク

列
車
「
レ
イ
ク
"
シ
ョ
ア
ー
U
り
ミ
テ
ィ
ッ
ド
L
 
号
は
車
中
一
泊
二
十
八

時
間
で
走
っ
て
い
る
。

新
島
は
、
ニ
ユ
ー
ヨ
ー
ク
S
シ
カ
ゴ
間
、
シ
カ
ゴ
S
オ
マ
ハ
問
、
オ
マ

静態保存されてぃる東部を走った初期のSL(ボストン港のほとりにて)
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ハ
S
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
間
の
=
枚
の
切
符
を
そ
れ
ぞ
れ
の
出
発
地
で
購

入
し
て
い
る
。
鉄
道
会
社
が
異
な
り
、
迎
帯
運
輸
協
定
が
な
い
区
問
で
あ

つ
た
か
ら
で
あ
る
シ
カ
ゴ
S
オ
マ
ハ
冏
は
連
続
し
て
同
じ
列
車
に
乗
車

し
て
い
る
よ
う
愚
わ
れ
る
が
、
こ
の
時
点
で
は
ま
姦
中
の
ミ
ズ
リ
ー

河
の
橋
条
完
成
し
て
い
な
い
た
め
に
船
で
渡
河
し
て
対
岸
の
列
車
に
乗

り
換
え
て
ぃ
る
オ
マ
ハ
か
ら
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
ま
で
の
三
千
キ
ロ
は

、ノ

車
中
四
泊
、
途
中
下
車
二
泊
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
ソ
ル
ト
レ
イ
ク
シ
テ

イ
で
は
当
初
か
ら
モ
ル
モ
ン
教
会
の
見
学
な
ど
の
た
め
下
車
が
予
定
さ
れ

て
ぃ
た
も
の
だ
が
、
そ
の
前
日
の
十
月
二
十
五
日
に
ワ
イ
オ
ミ
ン
グ
州
の

山
中
の
寒
村
グ
リ
ー
ン
リ
バ
ー
に
下
屯
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
は

予
{
疋
外
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
ち
ょ
う
ど
こ
の
日
は
日
曜
日
に
当
た
り
、
安

息
日
を
守
る
た
め
に
こ
の
小
邑
の
駅
に
降
り
た
っ
て
日
を
過
ご
し
た
。

当
初
の
予
定
で
は
ソ
ル
ト
レ
イ
ク
シ
テ
ィ
で
日
曜
日
を
迎
え
る
は
ず
が
、

旅
程
か
遅
れ
た
た
め
で
あ
る
。
こ
の
地
で
は
中
国
人
や
黒
人
に
伝
道
を
試

み
た
が
う
ま
く
行
か
ず
、
異
邦
人
へ
の
伝
道
の
厳
し
さ
を
実
感
し
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。

現
在
、
シ
カ
ゴ
S
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
間
の
三
八
八
五
キ
ロ
を
走
っ
て

い
る
ア
ム
ト
ラ
ッ
ク
列
車
「
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
"
ゼ
ッ
フ
ァ
ー
」
号
は
、

」
の
区
問
を
車
中
二
泊
、
五
十
五
時
問
で
結
ん
で
い
る
。
表
定
速
度
毎
時

七
キ
ロ
で
あ
る
か
ら
か
な
り
の
ス
ヒ
ー
ド
と
い
ぇ
る
0
 
ロ
ツ
キ
ー
山
脈

を
越
え
る
こ
の
列
車
は
、
ア
メ
リ
カ
を
走
る
列
車
の
な
か
で
も
っ
と
も
豊

か
な
車
窓
風
景
を
提
供
す
る
も
の
の
ひ
と
つ
で
あ
る
お
お
む
ね
新
島
襄

の
時
代
の
ル
ー
ト
を
継
承
し
て
は
い
る
が
、
違
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
小
ノ
な

0

く
な
い
ソ
ル
ト
レ
イ
ク
シ
テ
ィ
ー
の
束
三
0
四
キ
ロ
の
地
点
の
平
原
の

直
<
ん
中
に
「
グ
リ
ー
ン
リ
バ
ー
と
い
う
小
駅
が
あ
る
平
原
の
向
こ
う

己
テ

赤
ノ
イ

に
は
切
り
立
っ
た
断
崖
の
丘
の
見
え
る
ア
メ
リ
カ
西
部
的
風
景
の
な
か
、

小
さ
な
流
れ
の
ほ
と
り
に
で
き
た
オ
ア
シ
ス
の
よ
う
な
街
だ
が
、
こ
の
辺

り
は
ユ
タ
州
に
属
し
、
新
島
が
降
り
立
っ
た
グ
リ
ー
ン
リ
バ
ー
と
は
違
う

街
で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
の
鉄
道
は
二
十
世
紀
に
な
る
と
人
の
輸
送
手
段
と
し
て
は
急

速
に
没
落
し
て
ぃ
っ
た
(
貨
物
輸
送
に
関
し
て
は
、
現
在
も
か
な
り
の
シ

エ
ア
ー
を
有
し
て
は
い
る
が
)
十
九
世
紀
後
半
に
敷
設
さ
れ
た
線
形
が
改

良
さ
れ
な
い
ま
ま
驫
道
没
落
期
を
迎
え
た
と
こ
ろ
が
多
い
ま
た
西
部

開
拓
時
代
の
鉄
道
会
社
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
便
益
を
戚
会
や
政
府
か
ら
得
て

い
た
し
、
そ
れ
に
と
も
な
う
贈
収
賄
を
含
む
あ
く
ど
い
裏
工
作
も
、
話
題

に
事
欠
か
な
か
っ
た
。
鉄
道
会
社
に
与
え
ら
れ
た
便
益
の
な
か
で
も
っ
と

も
著
名
な
も
の
は
、
敷
設
す
る
線
路
一
マ
イ
ル
ご
と
に
二
0
平
方
マ
イ
ル

の
上
地
が
与
え
ら
れ
る
と
い
う
法
律
で
あ
る
。
つ
ま
り
線
路
の
左
右
そ
れ

ぞ
れ
●
マ
イ
ル
の
士
地
が
鉄
道
会
社
の
も
の
に
な
る
わ
け
で
あ
る
線

路
を
伸
ば
せ
ぱ
伸
ば
す
ほ
ど
儲
け
と
な
る
わ
け
だ
か
ら
、
鉄
道
会
社
は
競

つ
て
そ
の
延
伸
競
争
を
演
じ
た
。
ト
ン
ネ
ル
や
橋
梁
の
建
設
は
工
事
費
が

驫
す
る
要
因
で
あ
り
、
も
ら
え
る
士
地
の
縮
小
原
因
と
な
る
の
で
歓
迎

さ
れ
な
い
。
か
く
て
山
が
あ
れ
ば
迂
回
し
、
谷
を
渡
る
に
は
大
き
く
山
裾

を
倒
り
込
む
線
形
が
一
般
的
と
な
る
。
上
り
勾
配
に
は
自
動
車
道
路
の
よ

う
な
ジ
グ
ザ
グ
の
ル
ー
ト
、
あ
る
い
は
オ
メ
ガ
型
の
馬
蹄
形
力
ー
ブ
が
出

現
す
る
(
ル
ー
プ
線
は
ト
ン
ネ
ル
の
建
設
を
必
要
と
す
る
こ
と
が
多
い
の

で
使
わ
れ
な
い
)
。
こ
う
し
た
線
形
が
今
日
ま
で
残
っ
て
い
る
の
で
、
ア
メ

り
力
の
と
く
に
西
部
の
鉄
道
は
、
時
間
は
か
か
る
が
車
窓
の
風
景
は
抜
群

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

そ
れ
で
も
幹
線
に
つ
い
て
は
改
良
が
ま
っ
た
く
な
さ
れ
な
か
っ
た
わ
け
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一
」
ノ
イ紀

1

で
は
な
い
と
り
わ
け
著
名
な
も
の
は
一
九
二
八
年
に
完
成
し
た
全
長
七

マ
イ
ル
の
モ
フ
ァ
ツ
ト
ト
ン
ネ
ル
で
あ
る
。
ユ
ニ
オ
ン
"
パ
シ
フ
ィ
ク
鉄

道
の
幹
線
か
ら
一
0
0
マ
イ
ル
も
蹴
れ
て
し
ま
っ
た
コ
ロ
ラ
ド
州
の
州
都

デ
ン
バ
ー
は
、
独
自
に
デ
ン
バ
ー
&
り
オ
グ
ラ
ン
デ
n
ウ
エ
ス
タ
ン
会
社

な
ど
を
設
立
し
て
レ
ー
ル
の
ア
ク
セ
ス
を
確
保
し
た
が
、
デ
ン
バ
ー
の
す

ぐ
西
に
は
ア
メ
リ
カ
大
陸
の
分
水
嶺
と
な
る
ロ
ッ
キ
ー
山
脈
が
控
え
、
?
シ

ヤ
イ
ア
ン
ト
n
ラ
ダ
ー
」
と
呼
ば
れ
る
ス
ィ
ッ
チ
"
バ
ッ
ク
の
連
続
の
な

か
、
一
一
六
0
0
フ
ィ
ー
ト
の
標
高
ま
で
登
る
。
こ
の
峠
越
え
だ
け
で
五

時
問
を
要
し
た
。
こ
の
難
所
の
存
在
が
、
幹
線
が
デ
ン
バ
ー
を
避
け
た
要

因
で
あ
っ
た
。
モ
フ
ァ
ッ
ト
ト
ン
ネ
ル
は
標
高
を
九
二
三
九
フ
ィ
ー
ト
に

下
げ
た
が
、
そ
れ
で
も
こ
の
ト
ン
ネ
ル
内
の
地
点
は
今
日
の
ア
メ
リ
カ
鉄

道
の
最
高
地
点
で
あ
る
。
私
の
乗
車
し
た
列
車
が
こ
の
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け

る
時
に
、
私
は
ち
ょ
う
ど
食
堂
車
を
通
り
抜
け
よ
う
と
し
て
い
た
。
食
堂

車
ス
タ
ツ
フ
は
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
車
の
煙
が
車
内
に
侵
入
す
る
の
を
防
ぐ

と
の
理
由
で
、
ド
ア
の
開
閉
を
禁
止
し
た
。
私
は
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
る
十

分
の
間
、
食
堂
車
に
留
め
お
か
れ
た
。
ト
ン
ネ
ル
を
東
に
抜
け
た
後
は
一

気
に
視
界
が
開
け
、
高
原
の
盆
地
の
か
な
た
に
デ
ン
バ
ー
の
町
が
見
え
て

き
た
が
、
列
車
は
何
回
も
馬
蹄
形
力
ー
ブ
を
繰
り
返
し
て
、
実
に
町
が
見

え
て
か
ら
一
一
十
分
か
か
っ
て
か
ら
デ
ン
バ
ー
の
駅
構
内
に
到
着
し
た
。

か
く
て
幹
線
は
デ
ン
バ
ー
や
ソ
ル
ト
レ
イ
ク
シ
テ
ィ
ー
を
通
る
現
在
の

ル
ー
ト
に
移
さ
れ
、
そ
の
は
る
か
北
を
走
っ
て
い
た
か
っ
て
の
ユ
ニ
オ

ン
"
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
社
の
軌
道
は
廃
棄
さ
れ
た
。
新
島
襄
が
下
車
し
た
ワ

イ
オ
ミ
ン
グ
州
の
グ
リ
ー
ン
リ
バ
ー
の
街
に
今
は
鉄
道
は
走
っ
て
い
な

ま
た
新
島
襄
や
岩
倉
使
節
団
は
ソ
ル
ト
レ
イ
ク
シ
テ
ィ
ー
に
立
ち
寄

)
0
しつ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
汽
時
の
幹
線
の
途
中
駅
オ
グ
デ
ン
か
ら
枝
わ
か
れ

、

、

二

一
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し
た
支
線
を
利
用
し
て
到
着
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

私
が
東
行
き
の
「
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
U
ゼ
ッ
フ
ァ
ー
号
に
乗
車
し
た

の
は
一
九
九
九
年
八
月
で
あ
っ
た
。
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
市
街
か
ら
べ
イ

ブ
リ
ッ
ジ
を
渡
っ
た
湾
の
対
岸
に
あ
る
エ
ミ
リ
ビ
ル
駅
が
そ
の
始
発
点
で

あ
る
。
西
部
の
ア
ム
ト
ラ
ッ
ク
列
車
通
例
の
二
階
建
て
の
戸
大
な
車
両
が
、

継
ぎ
目
の
な
い
レ
ー
ル
の
上
き
台
の
大
型
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
車
に
牽
引

さ
れ
て
静
か
に
ホ
ー
ム
に
入
線
し
て
く
る
台
の
機
関
車
の
あ
と
荷
物

車
両
、
寝
台
市
(
キ
ャ
ビ
ン
)
四
両
、
食
堂
車
両
、
ラ
ウ
ン
ジ
カ
ー

両
、
座
席
車
(
コ
ー
チ
)
噐
、
電
源
車
両
の
都
合
十
五
両
編
成
は

な
か
な
か
に
壮
大
で
あ
る
。
二
階
は
客
室
・
客
席
、
階
は
屯
倚
f
用
客

'
至
の
ほ
か
、
ト
イ
レ
、
シ
ャ
ワ
ー
ル
ー
ム
(
飾
包
、
そ
れ
に
独
尻
の
よ
う

な
小
さ
な
喫
煙
宰
が
あ
る
。
小
さ
い
と
は
い
ぇ
各
屯
両
に
喫
煙
室
が
あ
る

の
は
、
今
日
の
ア
メ
リ
カ
社
会
で
は
ス
モ
ー
カ
ー
に
理
解
が
あ
る
部
類
に

属
す
る
。
キ
ャ
ビ
ン
乗
客
は
食
暈
で
の
食
鯛
代
奪
金
に
含
ま
れ
、
こ

の
ほ
か
各
車
両
に
あ
る
コ
ー
ヒ
ー
や
ジ
ユ
ー
ス
を
自
由
に
飲
む
こ
と
が
で

き
、
朝
に
な
る
と
客
室
に
新
聞
が
配
布
さ
れ
る
。
コ
ー
チ
客
も
食
堂
車
を

利
用
す
る
こ
と
は
で
き
る
が
そ
の
つ
ど
料
金
を
支
払
う
こ
と
に
な
る
。

卓
掌
は
白
人
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
ほ
か
の
食
鞭
誓
<
や
ア
テ
ン
ダ
ン

ト
な
ど
の
ス
タ
ッ
フ
は
す
べ
て
カ
ラ
ー
ド
で
あ
っ
た
。
揺
れ
る
車
内
で
,
砥

日
三
食
の
食
事
を
供
す
る
激
務
を
、
若
い
黒
人
女
性
は
実
に
熊
急
よ
く
陽

気
に
こ
な
し
て
い
た
私
の
車
両
の
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
は
二
十
五
歳
の
べ
ト

ナ
ム
系
青
年
ポ
ー
ト
ヒ
ー
プ
ル
と
し
て
十
年
前
に
ア
メ
リ
カ
に
や
っ
て

来
て
、
五
年
前
に
市
民
権
を
獲
得
し
、
今
は
埜
添
の
〕
丞
。
ア
ル
バ
イ

ト
と
し
て
の
こ
の
列
車
の
乗
務
は
今
同
が
最
後
と
い
う
こ
と
で
、
彼
の
●

念
の
ス
ナ
ッ
プ
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
抑
す
こ
と
を
頼
ま
れ
た
。
こ
れ
に
た
い

し
て
乗
客
、
と
く
に
キ
ャ
ビ
ン
の
乗
客
は
ほ
ぽ
全
員
が
ア
ン
グ
ロ
サ
ク
ソ

ン
系
で
あ
り
、
そ
の
分
の
一
は
シ
ニ
ア
カ
ッ
プ
ル
で
あ
っ
た
。
グ
レ
イ

ハ
ウ
ン
ド
の
長
距
剛
バ
ス
の
乗
客
の
ほ
と
ん
ど
が
カ
ラ
ー
ド
で
あ
る
の
と

は
対
照
的
な
光
景
で
あ
っ
た
。
結
婚
式
に
出
か
け
る
途
中
で
あ
る
と
か
、

息
子
夫
婦
を
訪
ね
る
と
か
、
旅
の
目
的
は
そ
れ
な
り
に
そ
れ
ぞ
れ
お
持
ち

で
は
あ
る
が
、
急
が
ず
に
車
窓
を
楽
し
む
、
完
全
に
ク
ル
ー
ズ
咸
念
見
の
風

情
で
あ
っ
六
ち
な
み
に
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
S
シ
カ
ゴ
問
の
料
金
は
キ

ヤ
ビ
ン
で
四
五
ド
ル
、
コ
ー
チ
は
一
六
0
ド
ル
で
あ
る
(
一
九
九
九
年

夏
)
。一
九
九
九
圷
の
ア
ム
ト
ラ
ッ
ク
時
刻
表
に
ょ
れ
ば
ポ
ス
ト
ン
十
六
時

十
分
発
の
レ
イ
ク
シ
ョ
ア
ー
・
り
ミ
テ
ィ
ッ
ド
L
 
号
は
翌
日
十
三
時
十

分
に
シ
カ
ゴ
ユ
ニ
オ
ン
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
着
ミ
同
駅
を
十
五
時
十

五
分
に
発
車
す
る
「
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
n
ゼ
ッ
フ
ァ
ー
L
 
号
で
、
ボ
ス
ト

ン
出
発
か
ら
四
日
目
の
十
七
時
に
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
、
エ
ミ
リ
ビ
ル
駅

に
到
着
す
る
。
た
だ
し
こ
れ
は
シ
カ
ゴ
で
の
接
続
が
順
調
に
行
わ
れ
た
場

合
で
あ
っ
て
、
列
車
の
遅
延
が
日
常
化
し
て
い
る
ア
ム
ト
ラ
ッ
ク
で
は
二

時
問
の
接
続
と
い
う
の
は
考
え
な
い
方
が
よ
い
。
「
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
Π
ゼ

ツ
フ
ァ
ー
号
も
日
往
復
だ
か
ら
、
接
続
を
逃
せ
ぱ
、
丸
一
日
あ
と

の
列
車
に
乘
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
に
な
る
。

己
テ

糸
ノ
イ
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